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We measured total (particulate + dissolved) concentrations of metallic elements in the Dome Fuji ice core and considered 
relationship between elemental composition and crustal weathering with climate change. The results of ternary plot for t-Al, t-
Fe, and nssCa revealed that, 1) the chemical weathering may be advanced in interglacial period and aerosol which has 
heterogeneous composition transported to Dome Fuji station in this period, 2) the long-range transport of background aerosol 
may had been significant in past thousand year because the massive transport of mineral aerosol from South American 
continent had been weakened, 3) Al and Ca were moved simultaneously together with the chemical weathering which occurred 
on the crustal surface in warmer period. 
 
南極ドームふじ (DF) 氷コア中金属成分全濃度(粒子態＋溶存態)を測定し、コア中金属成分組成と気候変動に伴う
地殻表面の化学風化との関連性について考察した。図 1に過去 34万年の氷期・間氷期サイクルにおける DF氷コ
ア中 t-Al、t-Feおよび nssCaの三角プロットを示す。Al, Ca組成比は気候ステージごとに一定の傾向を持って変化
する。一方で Fe組成比は特定の傾向を示さず、突発的に変化するようである。この結果は、コア中 Al, Ca組成比
が気候ステージごとに異なる組成をもつエアロゾルの供給を示す一方で、Fe組成比は宇宙塵などの突発的混入の
可能性を示すと思われる。また、間氷期の組成比は氷期のそれよりもばらつきが大きかった。これは間氷期(温暖
期)には地殻表面における化学風化が活発になり、多様な組成を持つエアロゾルが、DF基地に輸送されたことを示
している。図 2に地殻表面物質および DF氷コア中 t-Al、t-Fe、nssCaの三角プロットを示す。DF深層氷コア中の
陸源性金属組成はオセアニアおよびアフリカの地殻物質の組成からは大きくはずれ、南米地域のそれと近かった。
また DF浅層コア中の組成は、DF深層コア中の組成とは異なり、一部化学風化を受けたと思われるタクラマカン
砂漠表層土、サハラ砂漠表層土、黄土高原レス堆積物の組成と似ていた。これは過去 1000年程度の期間には、氷
期における土壌の乾燥、大気循環の増強に伴う南米からの大量のエアロゾル輸送が弱くなり、風化の進んだ滞留
時間の長いバックグラウンドエアロゾルの DF基地への長距離空輸が相対的に強くなったためと思われる。図 1お
よび図 2において DFコア中 Al, Ca組成比が一定の傾向をもって変化することは、エアロゾル供給源である地殻表
面において Al, Caが同時に移動するような風化が起こったことを示唆している。 
 
図 2. 地殻表面物質および DF氷コア中 t-Al、t-Fe、nssCa
の三角プロット 
図 1. 氷期・間氷期サイクルにおける DF氷コア中 t-Al、
t-Fe、nssCaの三角プロット 
